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１ 令和７年度 利用実績

施 設 利 用 料利 用 者 数
区 分

実績/目標
（％）実績（円）目標（円）実績/目標

（％）実績（人）目標（人）

235.494,17040,00067.453,09578,700公園一般

87.8835,320951,00059.52,9154,900テニスコート

171.9178,740104,00058.61,1541,970運動広場

101.21,108,2301,095,00066.857,16485,570公 園

67.720,938,40030,924,00064.55,4258,410ゴルフ場



公 園

２ 令和８年度 管理運営の方向性

１ 利用者の安全確保を最優先とし、破損箇所などは県と
連携して速やかな修繕に取り組みます。

２ 気象条件や有害鳥獣の影響を踏まえイベント実施の可
否判断を的確に行います。

３ 新たな視点と利用者の声に耳を傾けながらイベント内
容の見直しを図りつつ、わかりやすい周知広報に取り組
みます。

４ 各施設の利用しやすい環境づくりに取り組みます。
５ 民間イベント企画者との連携を強化し、イベントの定

着化による利用者園者の満足度向上と公園利用者増大に
取り組みます。



２ 令和８年度 管理運営の方向性

ゴルフ場

１ 県民ゴルフ場の強みと弱みを認識し、ゴルフ愛好者が
利用したくなる周知広報で認知度向上を図ります。

２ 魅力あるサービスやコンペを継続しつつ、利用者の安
全に配慮してコンペ実施やクローズの可否判断を的確に
実施していきます。

３ 気象条件による芝の病気被害の修復に努め、発生時期
を予測した事前対策やコース管理に使用する機器等の確
実なメンテナンスを実施していきます。

４ 施設等老朽化に伴う故障やイノシシ被害の早期発見に
努め、県との連携による修繕や予防対策に取り組みます。



３ 令和８年度 第１四半期の取組状況
公 園

令和８年４月15日（水）
岩手県ネーミングライツ事業「WADOパークはなまき」除幕式の開催



３ 令和８年度 第１四半期の取組状況

ぎんがのもり
春まつり

令和８年５月４日（月・祝）
来園者数︓３，９００人

公 園



★フリーペーパー「ゴルフなび」
春号（４月・５月）に掲載

★自前のチラシ作成・配付

ゴルフ場
３ 令和８年度 第１四半期の取組状況



１０回開催
参加者数︓４１３人

ゴルフ場
３ 令和８年度 第１四半期の取組状況

電気柵

定例ゴルフコンペ



ゴルフ場
３ 令和８年度 第１四半期の取組状況

７月２日（木）15:25頃
薄暮プレーヤー撮影



４ 令和８年度 第１四半期の利用実績

施 設 利 用 料利 用 者 数
区 分

実績/目標
（％）実績（円）目標（円）実績/目標

（％）実績（人）目標（人）

127.612,76010,00059.321,58336,372公園一般

88.0266,570303,00059.18121,375テニスコート

193.373,44038,00065.4454694運動広場

100.5352,770351,00059.422,84938,441公 園

66.98,569,60012,818,00063.62,2403,522ゴルフ場



５ 令和８年度 第１四半期の振り返り

１. 花巻広域公園は、県のネーミングライツ事業で４月１日から愛称「ＷＡＤＯパー

クはなまき」が付され、ネーミングライツ除幕式をはじめ、園内に大型オブジェの

設置等が行われました。加えて、岩手朝日テレビのGW前の特集番組でも取り上

げていただくなど、マスコミによる周知広報が実現しました。

２． 公園においては、毎年恒例の「ぎんがのもり春まつり」や「グラウンドゴルフ大

会」などを実施しましたが、気象条件の影響などのため利用者数は22,849人で

目標値を達成できず、対前年度比においても△3,121人、12.0%減となりました。

３． ゴルフ場においては、楽天GORAの予約利用者数が好調であるものの、高齢

利用者の減少や気象条件の影響などのため利用者数は2,240人で目標値を達

成できず、対前年度比においても△70人、3.0%減となりました。



これまでの利用促進策を継続しつつ、新たに設置された電気柵の周知を図り、安心し

て利用できるゴルフ場を訴えていきます。

さらに、１０月にはネーミングライツ企業と連携した３５周年記念コンペを開催すること

とし、多くの参加を呼び掛けていきます。

６ 令和８年度 第２四半期以降の方向性

ゴルフ場

今後の自主事業において、内容の充実を図るとともに、これまで連携してきた関係者

やネーミングライツ企業との関係を一層深め、次年度の計画策定にも結び付けていくよ

う取り組んでいきます。

公 園



７ 令和８年度 第２四半期以降の取組
公 園

イーハトーブ
テニス大会
９月１９日

夏まつり
７月２０日

秋まつり
１０月４日

【民間主催】
ピクニック
まるしぇ
９月２０・２１日



７ 令和８年度 第２四半期以降の取組ゴルフ場
定例コンペ︓１６回

うち企業協賛コンペ２回
３５周年記念コンペ１回

ゴルフなび
夏号
（８月・９月）
にＰＲ掲載

事業団
職員
コンペ



８ 今後、懸念される事項

様々な対策を講じつつも指定管理者のみでは対応困難な部分もあり、利用者の安

全確保、環境維持、収益確保の面で懸念される事項があります。

【懸念点１】様々な環境変化による影響の顕在化

具体的には、

● 施設老朽化（タイル剥がれ、道路隆起、送水管亀裂、遊具破損・腐食、事務所劣化 等）
● 地球温暖化（異常気象、渇水、立木成長、草刈り頻度増 等）
● 社会経済情勢の変化（少子高齢化、ゴルフ離れ 等）
● 物価高騰（光熱水費、委託料、人件費 等）
● 有害鳥獣（熊、イノシシ、マムシ、ハチ 等）

【懸念点２】県民ゴルフ場の収支の状況

ゴルフ場は独立採算では収支が成り立たない状況となっているほか、公園単体で
も赤字が続いていることから、今後の持続的な運営が課題となっています。



ご清聴ありがとうございました。


